
が
か
』
る
努
力
の
最
後
の
虐
期
成
を
見
る
事
な
く
逝
か
れ
た
事
に
謝

し
て
は
心
か
ら
な
る
哀
悼
の
情
を
表
し
た
い
（
蔵
版
上
巻
一
二
三

〇
頁
、
下
巻
九
七
六
頁
、
紳
崎
郡
教
育
會
帰
国
）
〔
藤
〕

　
　
愚
臨
蜂
須
癬
只
小
ふ
ハ
正
勝
　
　
　
文
學
博
ふ
↓
渡
邊
世
紡
燕
者

　
小
瀬
甫
庵
の
太
閤
記
は
正
勝
を
野
武
士
強
盗
の
首
領
で
あ
っ
た

こ
し
．
総
本
太
閤
記
か
夏
に
こ
れ
を
総
蓋
で
説
明
し
た
の
で
そ
れ

が
廣
く
流
零
し
た
　
矯
め
に
秀
吉
の
生
立
は
面
臼
く
特
色
付
け
ら

れ
た
が
，
引
合
に
綴
さ
れ
た
正
勝
そ
の
人
は
、
あ
ら
れ
も
な
い
汚

名
を
被
せ
ら
れ
る
事
．
』
な
っ
た
ミ
云
っ
て
、
誤
ら
れ
た
主
入
公
の

虞
・
質
を
描
き
出
さ
う
，
こ
し
た
努
力
で
あ
る
、
著
者
は
嚢
に
石
田
三

成
の
悪
名
を
雪
ぐ
辱
め
に
み
、
の
掌
記
を
警
か
．
れ
た
が
、
今
度
は
ま

た
正
勝
気
化
の
後
楯
こ
な
ら
れ
た
。
太
閤
記
編
纂
の
目
的
が
拗
善

懲
悪
に
あ
っ
て
黒
桟
の
根
本
を
正
す
に
護
り
力
が
入
れ
ら
れ
な
か

っ
た
か
ら
そ
の
正
勝
出
臼
に
臆
す
る
記
事
は
架
室
に
な
る
噂
こ
断
じ

系
譜
や
古
製
書
を
引
用
し
て
そ
れ
を
労
記
し
た
。
積
極
的
に
は
正

勝
の
民
政
上
外
交
上
の
殊
鋤
を
高
調
す
る
こ
・
こ
に
努
力
し
て
み
る

（
菊
判
二
八
六
頁
、
雄
山
閣
獲
行
、
優
二
、
三
〇
）
〔
布
村
〕

　
漏
露
呈
蹴
岩
松
経
家
　
島
田
泉
山
著

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
紹
　
　
介

　
本
書
は
岩
松
纏
家
の
事
蹟
が
從
來
軽
ん
，
ご
灌
流
し
で
思
っ
た
の

を
新
嚢
見
の
古
文
書
等
に
よ
っ
て
終
れ
を
考
究
し
た
も
の
で
、
王

ε
し
て
元
亨
四
年
の
経
家
の
講
文
に
依
り
、
喪
家
が
阿
波
國
に
在

住
し
其
の
所
領
も
義
貞
奪
氏
の
掌
れ
に
比
し
て
遜
色
な
く
、
而
も

軍
船
を
擁
し
τ
居
っ
た
黙
に
於
て
晒
者
に
勝
っ
て
居
っ
た
事
を
蓮
」

べ
、
…
從
來
鎌
倉
討
入
の
爾
大
払
読
が
史
家
に
認
め
ら
れ
な
か
つ
☆

－
け
れ
さ
も
本
文
書
に
よ
っ
て
震
れ
が
奥
實
書
し
て
認
容
さ
れ
る
可

能
性
が
出
門
、
又
彼
に
益
す
る
飛
弾
の
守
護
職
並
に
＋
ク
所
地
頭

の
恩
賞
も
史
實
ミ
し
て
認
容
さ
る
べ
き
も
の
で
、
そ
れ
は
平
家
が

内
議
を
奉
じ
て
倒
幕
ω
事
を
宗
家
た
ろ
足
利
新
田
爾
氏
の
間
に
斡

旋
し
義
貞
奪
氏
の
同
意
を
得
て
東
西
｝
時
に
義
兵
を
暴
け
蓬
に
中

興
の
大
業
を
成
就
す
る
に
至
っ
た
此
の
斡
旋
の
功
に
酬
ゆ
う
爲
め

の
恩
賞
で
あ
っ
た
ミ
粘
き
、
聖
地
岩
松
氏
の
末
路
、
経
家
ω
事
蹟

の
浬
滅
し
た
原
因
等
を
子
細
に
考
量
し
て
あ
る
。
巻
首
に
は
経
家

の
講
文
を
爲
七
五
．
こ
し
、
其
他
建
武
時
代
勝
浦
郡
地
闘
等
の
圃
版
．

が
挿
入
し
て
あ
る
（
菊
調
帳
五
六
頁
、
徳
島
縣
泉
田
堵
嵩
版
部
獲
　

行
、
儂
八
○
銭
）

　
　
甲
山
日
石
燈
一
覧
　
　
　
　
　
　
高
田
　
十
郎
編

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
二
五
　
（
　
四
四
七
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
紹
　
　
介

　
本
書
は
春
旦
脚
融
に
存
す
る
約
｝
千
八
毒
墓
の
石
燈
籠
の
紀
年

及
び
二
王
の
一
覧
で
あ
っ
て
、
銘
の
誓
文
を
記
載
せ
ん
ミ
す
る
「
春

籍
の
石
燈
籠
」
の
序
記
の
部
分
を
、
し
ば
ら
く
別
醗
ε
し
て
獲
表

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
編
者
は
大
正
＋
一
年
に
同
肚
の
釣
燈
籠
の

銘
文
を
調
査
さ
れ
、
岡
十
三
年
八
月
か
ら
公
務
の
餓
暇
に
石
燈
籠

の
銘
丈
の
調
査
を
も
試
み
、
＋
五
年
四
月
に
其
業
を
終
へ
ら
れ
た

が
、
先
づ
石
聖
徳
の
分
の
一
覧
を
作
っ
て
置
い
た
が
好
都
合
で
あ

る
一
こ
し
て
本
書
を
著
は
さ
れ
た
の
で
あ
る
く
其
の
本
文
は
先
づ
石

燈
籠
の
種
．
類
を
暴
け
、
次
に
石
燈
籍
配
置
の
概
観
を
記
し
、
次
に

紀
年
及
び
施
主
一
覧
を
調
査
順
に
よ
っ
て
記
し
、
配
置
略
周
二
十

数
葉
を
其
間
に
交
へ
、
次
に
石
燈
籠
、
配
置
の
憂
動
を
調
べ
、
最
後

に
時
代
別
の
表
を
掲
げ
て
あ
る
。
元
兇
石
燈
籠
ば
露
天
に
、
立
ち
て

撒
十
年
乃
至
数
衛
年
の
風
雨
に
曝
さ
れ
て
添
字
磨
滅
し
或
は
苔
蒸

し
た
も
の
が
あ
、
り
或
は
互
に
密
接
し
た
も
の
が
あ
っ
て
讃
字
に
並

々
な
ら
ぬ
國
難
が
有
る
の
で
あ
る
が
編
者
が
根
善
く
多
撒
の
も
の

を
一
々
調
沓
∵
、
㍉
れ
π
熱
心
の
穫
は
敬
服
せ
ざ
る
を
得
ぬ
，
、
吾
人
は

夏
に
銘
叉
全
部
を
壁
表
せ
ら
れ
る
日
を
待
つ
も
の
で
あ
る
，
（
和
装

謄
鷹
版
刷
、
本
篇
囲
八
枚
）
ハ
蹴
圭
松
野
〕

　
　
　
　
　
　
　
第
一
∴
號
　
　
㎝
二
山
ハ
　
（
　
閃
蒲
四
恩
）

　
　
聯
鳩
翁
愚
稿
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
富
三
鄭
著

　
石
田
梅
巖
の
創
め
た
心
學
が
そ
の
庸
酵
全
國
に
二
嘉
に
鰍
る
溢

場
を
有
し
た
、
こ
云
は
れ
、
そ
の
門
流
に
は
著
観
の
人
も
少
く
な
い

が
柴
田
鳩
翁
の
名
は
蕉
翁
道
話
－
こ
共
に
一
際
光
っ
て
ゐ
呼
、
9
、
、
昨
秋

の
御
大
禮
に
際
し
て
禦
恩
枯
骨
に
及
び
翁
が
購
位
の
恩
典
に
浴
せ

ら
れ
た
の
を
機
會
に
翁
に
幸
す
る
逡
稿
全
集
が
出
た
。
鳩
翁
道
話

、
こ
し
て
は
明
治
以
後
に
翻
刻
き
れ
た
も
の
十
数
種
に
及
び
、
一
翻

は
早
・
く
英
課
さ
れ
て
外
國
…
に
さ
へ
知
ら
れ
て
み
る
程
で
あ
る
．
．
併

し
本
書
は
翁
の
孫
及
曾
孫
等
…
門
の
人
達
に
よ
っ
て
、
親
し
く
満
、

の
原
本
に
つ
い
て
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
殊
に
最
後
の
鳩
翁

の
自
傳
で
あ
る
「
無
由
需
」
績
編
は
翁
の
子
武
修
の
反
古
の
裏
に
誌

い
た
も
の
で
、
種
々
加
筆
抹
殺
さ
れ
た
未
完
稿
で
あ
っ
た
の
を
、

今
度
綴
名
論
交
字
そ
の
他
の
鰐
裁
を
改
め
て
始
め
て
世
に
鯖
弛
も

の
で
あ
る
。
こ
の
外
に
翁
の
年
譜
も
添
へ
ら
れ
て
あ
る
。
翁
の
墨

説
や
憤
激
を
知
る
に
こ
の
歪
な
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
ら
う
。
－
菊
醐
、
本

文
一
六
一
頁
、
　
刀
涯
瀧
口
院
漁
畿
行
、
慣
二
、
　
八
○
）
〔
布
村
ロ

　
　
⑳
濁
＠
ρ
嵩
ヅ
菌
ρ
碧
）
窪
P
び
p
Ω
｝
ヨ
。
聲
詳
感
謝
。

　
シ
ヤ
ヴ
ア
ン
ヌ
逝
き
、
ペ
リ
オ
㎜
術
斯
纂
・
を
出
遅
び
8
か
っ
た
ヘ
ー
月
辱


